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川 柳  第25回文化・文芸作品コンクール／川柳・標語部門　［ 今こそが　取り組む課題　オールＪＲ ］　東谷 幸志さん （西バス地本・京都分会）

羽野議長による力強い団結ガンバロー

参加者全員で集会アピールを行った

1730枚の顔写真で作られたフォトモザイク

主
催
者
を
代
表
し
て
挨
拶
す
る

羽
野
中
央
執
行
委
員
長

執
行
部
、地
本
代
表
者
含
め

約
４０
名
が
出
席

川原副議長
（ＪＲ西労組）

ＪＲ西労組・中バス地本 
米廣書記長

ＪＲ西労組 
川西賃金対策部長

ジェイアール西日本交通サー
ビス労組 林執行委員

ＪＲ東海ユニオン関西
地本 武内書記長

宮野ＪＲ連合 
企画部長

ＪＲ西労組 
福本副執行委員長

連合大阪 
澤谷事務局長

奥田副議長
（ＪＲ東海ユニオン）

髙杉代表幹事
（ＪＲ西労組）

近畿交運労協 
西村事務局長

ＪＲ連合近畿地協 
川端事務局長

　
Ｊ
Ｒ
西
労
組
は
３
月
５
日（
木
）、Ｔ
Ｋ
Ｐ
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
大
阪
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル
に
お
い

て
、Ｊ
Ｒ
連
合
近
畿
地
方
協
議
会
と
Ｊ
Ｒ
西
日
本
連
合
の
仲
間
と
共
に「
２
０
２
６
春
闘
総
決

起
集
会
」を
開
催
し
、約
２
７
０
名
が
結
集
し
た
。会
場
は
、組
合
員
の
熱
い
思
い
が
こ
も
っ
た
３

１
７
枚
の
檄
布
と
１
７
３
０
枚
の
写
真
で
作
ら
れ
た
フ
ォ
ト
モ
ザ
イ
ク
で
埋
め
尽
く
さ
れ
、熱
気

あ
ふ
れ
る
集
会
と
な
っ
た
。

　

集
会
は
、Ｊ
Ｒ
連
合
近
畿
地
方

協
議
会
川
端
事
務
局
長（
Ｊ
Ｒ
西

労
組
）の
司
会
で
進
行
し
、奥
田

副
議
長（
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
）の

開
会
の
挨
拶
で
始
ま
っ
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
て
、Ｊ
Ｒ
連

合・近
畿
地
方
協
議
会
の
羽
野
議

長
は
、「
安
全
は
私
た
ち
に
と
って

最
優
先
課
題
で
あ
り
、今
後
も

愚
直
に
取
り
組
み
を
進
め
て
い

く
。そ
の
う
え
で
２
０
２
６
春
闘

で
は
、物
価
高
に
負
け
ず
、生
活

実
感
を
取
り
戻
し
、そ
し
て
産
業

間
格
差
を
埋
め
る
た
め
に
、最
後

ま
で
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
に
こ
だ
わ
り
、

満
額
獲
得
に
向
け
て
Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｔ

Ｅ
Ａ
Ｍ
に
な
っ
て
こ
の
春
闘
を
闘

い
抜
こ
う
！
」と
、決
意
を
込
め

た
挨
拶
を
行
っ
た
。

　

来
賓
と
し
て
、連
合
大
阪
よ
り

澤
谷
事
務
局
長
、近
畿
交
運
労

協
よ
り
西
村
事
務
局
長
、Ｊ
Ｒ
連

合
よ
り
宮
野
企
画
局
長
に
お
越

し
い
た
だ
き
、連
帯
と
激
励
の
ご

挨
拶
を
受
け
た
。

　

次
に
、２
０
２
６
春
季
生
活
闘

争
の
基
調
報
告
を
、Ｊ
Ｒ
西
労
組

の
福
本
副
執
行
委
員
長
が
行
っ

た
。

　

単
組
決
意
表
明
で
は
、Ｊ
Ｒ

東
海
ユ
ニ
オ
ン・関
西
地
方
本
部

を
代
表
し
、武
内
書
記
長
が
、「
こ

の
間
、組
合
員
一
人
ひ
と
り
の
努

力
が
成
果
と
し
て
積
み
上
が
って

お
り
、大
阪・関
西
万
博
を
は
じ

め
、高
ま
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の

中
で
も
、安
全・安
定
輸
送
の
責

任
を
果
た
し
て
き
た
。こ
の
成
果

に
対
し
、適
正
な
配
分
を
求
め
る

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、未
来
を
見
据

え
た
人
財
の
確
保
と
定
着
を
確 

か
な
も
の
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
は
、『
Ｏ
Ｎ

Ｅ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
で
今
年
も
賃
上
げ
！
』

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、組
織
の
総

力
を
挙
げ
て
２
０
２
６
春
闘
に
取

り
組
む
！
」と
決
意
を
述
べ
た
。

　

続
い
て
、Ｊ
Ｒ
西
日
本
連
合
を

代
表
し
、ジェ
イ
ア
ー
ル
西
日
本
交

通
サ
ー
ビ
ス
労
働
組
合
の
林
執

行
委
員
長
が
、「
Ｊ
Ｒ
西
日
本
連

合
は
、連
合
方
針
と
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー

プ
労
組
連
絡
会
２
０
２
６
春
季

生
活
闘
争
方
針
に
則
り
、Ｊ
Ｒ
グ

ル
ー
プ
労
働
者
の『
底
上
げ・底
支

え・
格
差
是
正
』の
取
り
組
み
、

『
す
べ
て
の
労
働
者
の
立
場
に
立
っ

た
働
き
方
』の
見
直
し
、『
ジ
ェン

ダ
ー
平
等・多
様
性
』の
推
進
を

柱
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

昨
年
の
大
阪
・
関
西
万
博
の
成

功
は
、組
合
員
と
そ
の
家
族
の
努

力
の
結
果
で
あ
り
、そ
の
結
果
に

対
し
て
公
正
な
成
果
配
分
を
求

め
、こ
だ
わ
り
を
持
って
２
０
２
６

春
季
生
活
闘
争
を
最
後
ま
で
闘

う
！
」と
述
べ
た
。

　

次
に
、Ｊ
Ｒ
西
労
組
中
バ
ス
地

本
を
代
表
し
、米
廣
書
記
長
が

「
バ
ス
産
業
は
深
刻
な
人
手
不
足

に
陥
って
い
る
。そ
れ
は
バ
ス
産
業

が
全
産
業
平
均
よ
り
労
働
時
間

が
２
割
長
く
、収
入
は
２
割
少
な

い
た
め
、更
な
る
労
働
条
件
、働

く
環
境
、暮
ら
し
の
底
上
げ
が
必

要
で
あ
る
。２
０
２
６
春
闘
で
も
、

『
持
続
的
な
賃
上
げ
』と
、『
人
財

の
確
保
と
定
着
・
採
用
競
争
力
の

強
化
』を
強
く
求
め『
Ｏ
Ｎ
Ｅ 

Ｔ

Ｅ
Ａ
Ｍ
』で
バ
ス
産
業
の
魅
力
を

取
り
戻
す
春
闘
を
展
開
す
る
！
」

と
述
べ
た
。

　

最
後
に
、Ｊ
Ｒ
西
労
組
を
代
表

し
、川
西
賃
金
対
策
部
長
が「
Ｊ

Ｒ
西
日
本
グ
ル
ー
プ
は
、５
期
連

続
の
増
収
増
益
を
果
た
し
、す
べ

て
の
利
益
項
目
で
過
去
最
高
を

更
新
し
た
。ベ
ア
を
は
じ
め
と
す

る
賃
金
引
上
げ
が
実
施
で
き
な

い
状
況
で
は
な
い
。

　
『
職
務
階
層
に
比
し
て
責
任
度

が
大
き
い
職
務
』や
、『
人
が
嫌
が

る
仕
事
、深
夜
帯
の
業
務
』に
対

す
る
手
当
の
改
善
を
求
め
、働
き

が
い
と
採
用
競
争
力
強
化
に
向
け

て
議
論
を
展
開
し
て
き
た
。

　
『
人
財
へ
の
投
資
』を
中
心
と

し
た
成
長
投
資
を
更
に
強
化
す

べ
く
、組
合
員
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

檄
布
と
フ
ォ
ト
モ
ザ
イ
ク
に
込
め

ら
れ
た
熱
い
思
い
を
受
け
止
め
、

最
後
ま
で
闘
い
抜
く
！
」と
力
強

く
決
意
を
述
べ
た
。

　

各
単
組
か
ら
の
決
意
表
明
後
、

髙
杉
代
表
幹
事
が
集
会
宣
言
を

読
み
上
げ
、参
加
者
全
員
で
集

会
ア
ピ
ー
ル
行
動
を
行
っ
た
。

　

ア
ピ
ー
ル
後
、川
原
副
議
長
が

閉
会
の
あ
い
さ
つ
を
行
い
、最
後

に
２
０
２
６
春
闘
勝
利
に
向
け
、

羽
野
議
長
の
力
強
い
団
結
ガ
ン
バ

ロ
ー
で
締
め
く
く
り
、春
闘
ヤ
マ

場
に
向
け
て
、更
な
る
団
結
を

図
っ
た
！

　

Ｊ
Ｒ
西
労
組
中
央
本
部
は
、

２
０
２
６
年
３
月
２
日（
月
）、西

阪
急
ビ
ル
地
下
会
議
室
に
お
い

て
、「
第
２
回
組
織
対
策
会
議
」

を
開
催
し
、執
行
部
と
各
地
本

の
代
表
者
を
含
め
て
約
40
名
が

出
席
し
た
。

　

座
長
に
川
原
副
執
行
委
員
長

を
選
出
し
、新
規
採
用
者
の
加

入
行
動
は
、社
会
人
採
用
含
め

て
こ
れ
ま
で
の
課
題
を
少
し
ず
つ

解
消
し
て
き
た
。共
済
に
つ
い
て

も
し
っ
か
り
と
趣
旨
を
説
明
し
、

Ｊ
Ｒ
連
合
総
合
共
済
と
家
族
支

援
共
済
へ
の
加
入
の
取
り
組
み

を
お
願
い
す
る
。ま
た
、直
近
で

は
J
R
西
労
組
組
合
員
の
脱
退

事
象
も
発
生
し
て
い
る
た
め
、組

織
の
点
検
も
お
願
い
す
る
と
挨

拶
が
あ
っ
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
羽
野
執
行

委
員
長
か
ら
、新
規
採
用・社
会

人
採
用
者
の
組
織
化
に
対
す
る

お
礼
、Ｊ
Ｒ
京
都
駅
ビ
ル
大
階
段

駈
け
上
が
り
大
会
、直
近
の
収

入
状
況
、Ｊ
Ｒ
産
業
で
発
生
し

て
い
る
労
働
災
害
、Ｊ
Ｒ
宝
塚
線

踏
切
に
お
け
る
無
遮
断
事
象
、

職
場
か
ら
の
Ａ
Ｂ
Ｃ
運
動
の
推

進
、ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
に
拘
っ
た
26
春

闘
、第
51
回
衆
議
院
議
員
選
挙

へ
の
お
礼
に
つ
い
て
挨
拶
を
行
っ

た
。

　

議
題
に
入
り
、西
労・国
労・建

交
労
の
動
向
や
他
労
組
の
根
拠

の
な
い
春
闘
要
求
に
つ
い
て
、組

織
の
充
実・強
化
、拡
大
の
取
り

組
み
に
お
け
る
職
場
集
会
の
サ

イ
ク
ル
、今
年
度
実
施
す
る
組
織

オ
ル
グ
に
つ
い
て
、民
主
化
闘
争

支
援
の
取
り
組
み
、新
規
採
用

者
加
入
の
取
り
組
み
に
お
け
る

各
地
方
か
ら
の
課
題
と
注
意

点
、出
向
組
合
員
への
対
応
、シ
ニ

ア・シ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
及
び
グ
ラ
ン

ド
シ
ニ
ア
組
合
員
の
退
職
者
協

議
会
、各
種
共
済
へ
の
継
続
加

入
、政
治
活
動
の
取
り
組
み
で
は

第
51
回
衆
議
院
選
挙
の
結
果
と

課
題
、次
期
大
会
ま
で
に
行
わ

れ
る
議
員
団
会
議
所
属
議
員
の

選
挙
、核
兵
器
廃
絶
１
０
０
０
万

人
署
名
の
取
り
組
み
、男
女
平

等
参
画
行
動
目
標
の
策
定
、今

後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
に
つい
て
確

認
し
共
有
し
た
。

　

そ
の
後
、各
地
方
か
ら
は
新
規

採
用
者
加
入
行
動
、共
済
加
入
、

出
向
組
合
員
へ
の
対
応
、他
労

組
へ
の
対
応
、第
51
回
衆
議
院

選
挙
へ
の
課
題
と
意
見
が
出
さ

れ
、新
規
採
用
者
加
入
行
動
を

は
じ
め
各
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

参
加
者
全
員
で
共
有
し
意
思
統

一
を
図
っ
た
。

物
価
高
に
負
け
な
い
賃
上
げ
、人
財
へ
の
投
資
を
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第
２
回
組
織
対
策
会
議
を
開
催

新
規
採
用
者・社
会
人
採
用
者
の

　
　
　
加
入
行
動
へ
向
け
意
思
統
一
を
図
る


